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「
親
の
世
代
と
子
の
世
代
が
同
じ
地
域
に
住
め
る

街
づ
く
り
」
を
掲
げ
て
、
約
四
半
世
紀
に
わ
た
り
、

現
在
と
未
来
に
責
任
を
持
て
る
行
政
を
心
掛
け
、
一

意
専
心
努
力
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

私
が
市
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
当
時
は
、
ゴ
ル

フ
場
開
発
ブ
ー
ム
で
あ
り
ま
し
た
が
、
一
方
で
、
東

海
環
状
都
市
帯
構
想
が
提
唱
さ
れ
始
め
て
お
り
ま
し

た
。 な

だ
ら
か
な
丘
陵
地
に
囲
ま
れ
た
本
市
は
、
ゴ
ル

フ
場
の
適
地
で
あ
る
と
と
も
に
、
土
地
生
産
性
の
高

い
商
工
業
適
地
で
も
あ
る
と
考
え
、
土
地
利
用
の
基

本
方
針
と
し
て
、
市
議
会
で
「
ゴ
ル
フ
場
で
も
と
い

う
所
は
、
賛
成
で
き
ま
せ
ん
が
、
ゴ
ル
フ
場
し
か
と

い
う
所
で
は
、
地
域
振
興
の
た
め
考
え
ま
し
ょ
う
」

と
い
う
こ
と
を
表
明
い
た
し
ま
し
た
。 

こ
れ
に
対
し
て
、
強
い
反
論
や
反
発
が
あ
り
ま
し

た
が
、
誠
意
を
持
っ
て
話
し
合
い
を
続
け
た
結
果
、

最
終
的
に
は
、
温
か
い
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
よ
り

高
度
で
有
効
適
切
な
道
が
開
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。

現
在
で
は
、
東
海
環
状
自
動
車
道
が
開
通
し
、
土
岐

南
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
も
開
設
さ
れ
、
土
岐
プ
レ
ミ

ア
ム
・
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
の
進
出
に
続
き
、
有
力
企
業

の
立
地
も
具
体
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
泉

町
北
部
で
も
広
大
な
工
業
団
地
ア
ク
ア
・
シ
ル
ヴ
ァ

の
開
発
が
進
み
、
優
良
企
業
の
集
中
立
地
が
期
待
さ

れ
、
東
濃
地
方
活
性
化
の
重
要
拠
点
に
な
ろ
う
と
し

て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
全
国
総
合
計
画
で
位
置
付
け
さ
れ
て
お
り

ま
す
東
濃
研
究
学
園
都
市
構
想
で
は
、
そ
の
代
表
例

と
し
て
、
自
然
科
学
研
究
機
構
・
核
融
合
科
学
研
究

所
が
開
設
さ
れ
、
世
界
最
先
端
の
研
究
成
果
を
誇
り
、

世
界
の
頭
脳
で
あ
る
学
者
・
研
究
者
が
多
数
本
市
を

訪
問
さ
れ
、
研
究
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。 

天
然
資
源
の
乏
し
い
わ
が
国
は
、
人
材
こ
そ
が
最

大
の
資
源
で
あ
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
下
で
は
、
科

学
技
術
創
造
立
国
と
知
的
財
産
権
立
国
こ
そ
が
国
是

で
あ
り
、
産
学
連
携
に
よ
る
新
技
術
開
発
が
極
め
て

重
要
な
課
題
で
あ
り
ま
す
。 

大
切
な
地
場
産
業
と
と
も
に
、
先
端
産
業
の
導
入

に
よ
り
、
産
業
構
造
の
高
度
複
合
化
を
進
め
、
若
年

雇
用
の
拡
大
を
図
る
こ
と
が
、
少
子
・
高
齢
社
会
を

克
服
す
る
地
域
戦
略
で
あ
り
、
お
か
げ
さ
ま
で
現
に
、

そ
の
見
通
し
が
立
ち
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

さ
て
、
市
民
生
活
に
密
接
な
関
係
の
あ
り
ま
す
具

体
的
な
課
題
に
つ
き
ま
し
て
は
、
皆
さ
ま
の
温
か
い

ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
ま
し
て
、
総
合
計
画
に
従

い
順
調
に
整
備
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

国
や
県
の
ご
尽
力
を
賜
り
、
治
水
安
全
度
の
飛
躍

的
な
向
上
と
、
中
央
自
動
車
道
と
東
海
環
状
自
動
車

道
が
市
内
で
交
差
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
が
開
設
さ
れ
、
や
が
て
三
つ
目
の
可
能
性
も
検

討
さ
れ
、
高
速
交
通
体
系
の
重
要
な
結
節
点
と
し
て
、

そ
の
利
便
性
は
急
速
に
高
ま
り
、
国
道
・
県
道
の
幹

線
道
路
の
整
備
も
バ
イ
パ
ス
な
ど
で
進
ん
で
お
り
ま

す
。 ま

た
、
公
共
施
設
の
建
設
に
当
た
り
ま
し
て
は
、

寒
暖
の
差
が
大
き
く
雨
量
の
多
い
わ
が
国
の
気
候
風

土
を
考
え
、
従
来
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
陸
屋
根

（
平
ら
な
屋
根
）
が
常
識
化
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、

建
築
学
的
に
不
合
理
で
あ
る
と
考
え
、
原
則
と
し
て
、

瓦
屋
根
方
式
を
取
り
入
れ
、
雨
漏
れ
の
な
い
建
築
を

目
指
し
、
そ
の
後
、
各
地
の
建
築
モ
デ
ル
に
な
っ
た

と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。 

そ
こ
で
ま
ず
手
掛
け
ま
し
た
の
は
、
肥
田
中
学
校

で
あ
り
、
そ
の
後
、
土
岐
津
、
濃
南
、
泉
、
駄
知
、

西
陵
の
全
中
学
校
の
改
築
を
は
じ
め
、
体
育
館
、
柔 
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剣
道
場
、
プ
ー
ル
の
整
備
を
進
め
、
小
学
校
で
は
、

下
石
と
泉
の
全
面
改
築
と
各
校
で
体
育
館
、
プ
ー
ル
、

ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス
な
ど
、
息
つ
く
間
も
な
く
取
り
組

み
ま
し
た
。
ま
た
、
支
所
と
公
民
館
に
つ
き
ま
し
て

も
、
鶴
里
、
曽
木
、
肥
田
支
所
の
改
築
と
、
鶴
里
、

肥
田
、
下
石
、
泉
西
、
駄
知
、
妻
木
、
土
岐
津
の
公

民
館
を
建
設
し
、
駄
知
体
育
館
の
改
築
も
行
い
、
そ

れ
ぞ
れ
が
「
特
色
あ
る
公
民
館
」
と
し
て
、
有
機
的

に
連
携
さ
れ
、
充
実
し
た
生
涯
学
習
が
展
開
さ
れ
る

の
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。 

保
健
・
医
療
・
福
祉
に
つ
い
て
は
、
総
合
病
院
建

設
を
は
じ
め
、
ウ
エ
ル
フ
ェ
ア
土
岐
、
す
こ
や
か
館
、

や
す
ら
ぎ
、
恵
風
荘
、
ひ
だ
ま
り
、
ひ
だ
保
育
園
、

つ
ま
ぎ
保
育
園
、
肥
田
児
童
セ
ン
タ
ー
、
バ
ー
デ
ン

パ
ー
ク
Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
や
追
沢
団
地
市
営
住
宅
の
建
設
な

ど
と
と
も
に
、
土
岐
市
駅
を
は
じ
め
、
各
公
共
施
設

の
バ
リ
ア
・
フ
リ
ー
事
業
（
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
や
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
）
を
進
め
、
市
民
バ
ス
の
運
行

も
始
め
、
現
在
は
、
と
き
陶
生
苑
を
風
光
明
美
な
場

所
へ
の
移
転
改
築
を
進
め
、
全
室
個
室
化
を
目
指
し
、

理
想
的
な
整
備
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
産
業
政
策
で
は
、
地
場
産
業
振
興
の
た
め
、

セ
ラ
ト
ピ
ア
土
岐
、
セ
ラ
テ
ク
ノ
土
岐
、
ど
ん
ぶ
り

会
館
、
美
濃
陶
芸
村
、
国
指
定
史
跡
「
元
屋
敷
陶
器

窯
跡
」
を
中
心
と
す
る
織
部
の
里
公
園
な
ど
の
整
備

や
高
強
度
給
食
用
食
器
の
開
発
や
産
業
観
光
推
進
の

た
め
の
各
種
施
策
を
展
開
し
、
織
部
の
日
記
念
事
業

や
日
本
現
代
陶
彫
展
・
ユ
ー
モ
ア
陶
彫
展
も
回
を
重

ね
て
開
催
し
、
陶
芸
文
化
の
発
展
と
、
や
き
も
の
の

彫
刻
の
あ
る
街
づ
く
り
を
通
し
て
、
世
界
で
も
ユ
ニ
ー

ク
な
「
陶
彫
の
土
岐
」
の
基
盤
は
、
出
来
上
が
っ
た

も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
産
業
構
造
の
複
合
化
を
目
指
し
て
、
企
業

誘
致
の
団
地
開
発
を
進
め
、
下
石
西
山
、
鶴
里
西
ノ

平
、
大
富
北
部
の
各
工
業
団
地
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
立

派
な
企
業
が
多
数
進
出
さ
れ
、
地
域
活
性
化
と
雇
用

拡
大
に
寄
与
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
に

続
い
て
現
在
は
、
土
岐
津
西
山
地
区
と
泉
町
北
部
で

大
規
模
な
有
力
企
業
の
集
中
立
地
の
気
運
が
急
速
に

高
ま
っ
て
お
り
、
少
子
高
齢
社
会
を
乗
り
切
る
道
が

拓
け
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

何
と
し
て
も
、
若
者
の
定
着
が
必
要
不
可
欠
の
要

件
で
あ
る
か
ら
で
あ
り
ま
す
。 

次
に
、
生
活
環
境
面
で
は
、
県
下
有
数
の
最
終
処

分
場
に
続
き
、
環
境
セ
ン
タ
ー
と
衛
生
セ
ン
タ
ー
が

完
成
し
、
美
し
が
峰
の
火
葬
場
と
斎
場
も
立
派
に
完

成
し
、
ご
利
用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

さ
ら
に
、
消
防
・
防
災
面
で
は
、
消
防
庁
舎
・
防

災
セ
ン
タ
ー
に
続
き
、
南
部
消
防
庁
舎
・
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
防
災
セ
ン
タ
ー
と
濃
南
分
駐
所
も
完
成
し
、

消
防
機
材
や
消
防
水
利
の
整
備
も
進
み
、
消
防
団
活

性
化
の
中
核
拠
点
施
設
も
泉
、
駄
知
、
妻
木
、
土
岐

津
に
完
成
し
、
さ
ら
に
、
下
石
と
肥
田
で
計
画
中
で

あ
り
ま
す
。 

公
園
・
道
路
・
河
川
・
橋
な
ど
の
都
市
基
盤
整
備

に
つ
き
ま
し
て
は
、
総
合
公
園
、
せ
せ
ら
ぎ
公
園
、

織
部
の
里
公
園
、
学
園
都
市
線
、
泉
北
部
線
、
荒
神

洞
線
な
ど
と
と
も
に
、
国
道
や
県
道
の
バ
イ
パ
ス
建

設
に
努
力
し
、
土
岐
川
を
は
じ
め
、
各
河
川
の
改
修

と
新
土
岐
川
橋
、
永
久
橋
、
神
明
橋
な
ど
の
多
く
の

橋
の
架
け
替
え
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

最
後
に
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
し
て
の
上
・
下
水
道

に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
市
の
複
雑
な
地
形
を
克
服
し
、

上
水
は
、
全
市
給
水
体
制
が
整
い
、
下
水
は
、
高
度

処
理
を
目
指
す
浄
化
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
す
る
公
共

下
水
道
と
農
業
集
落
排
水
、
合
併
浄
化
槽
を
適
宜
に

組
み
合
わ
せ
、
下
水
道
普
及
率
は
９
割
に
近
づ
き
、

全
市
水
洗
化
の
見
通
し
も
立
ち
ま
し
た
。 

以
上
、
過
去
を
振
り
返
り
、
市
民
各
位
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
を
想
い
、
感
慨
無
量

で
あ
り
ま
す
。 

な
お
、
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
い
て
お
り
、
夕
張

市
問
題
が
話
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
某
経
済
専

門
紙
が
「
自
治
体
破
産
危
険
度
ラ
ン
キ
ン
グ
」
を
発

表
さ
れ
、
全
国
８
０
４
市
・
区
の
中
で
、
半
数
に
当

た
る
ワ
ー
ス
ト
４
０
０
を
公
表
し
て
お
ら
れ
ま
す
が
、

お
か
げ
さ
ま
で
当
市
は
、
そ
こ
に
は
入
っ
て
お
り
ま

せ
ん
の
で
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。 

市
民
各
位
に
衷
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
、
土
岐
市

の
恵
ま
れ
た
基
盤
の
上
に
、
さ
ら
な
る
発
展
を
信
じ

て
や
み
ま
せ
ん
。 

現在の塚本市長 

ひ
ら 



土岐津公民館の新築工事が完了し、　3　月28日（水）に竣工式が行われました。 
土岐津町が窯業を核にした「ものづくりの町」として発展してきた歴史を踏まえ、

「ものづくり」をコンセプトとして建設され、陶芸教室や木工室が整備されています。 
今後、生涯学習の拠点として、教育・文化活動が活発に行われ、地域住民のコミュ

ニケーションが一層図られます。 



3
月
25
日（
日
）、
市
文
化
プ
ラ

ザ
で
、
市
消
防
団
の
入
退
団
式
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

式
典
で
は
、
消
防
活
動
に
尽
力

さ
れ
た
方
を
表
彰
す
る
と
と
も
に
、

入
団
者
を
代
表
し
て
、
塚
本
六
美

分
団
長
（
駄
知
分
団
）
が
宣
誓
を

行
い
ま
し
た
。
 

白
石
仲
七
団
長
以
下
、
新
団
員

を
加
え
、
総
勢
４
７
９
人
の
団
員

の
皆
さ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
2
年
間
、

地
域
の
消
防
防
災
活
動
な
ど
に
尽

く
さ
れ
ま
す
。
 

ま
た
、
本
年
度
よ
り
、
各
分
団

に
指
導
班
を
設
置
し
、
地
域
と
の

連
携
を
強
化
し
、
よ
り
充
実
し
た

消
防
防
災
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。
 

な
お
、
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
方
、

平
成
19
〜
20
年
度
の
幹
部
の
皆
さ

ん
は
、
次
の
通
り
で
す
。
 

〈
敬
称
略
〉
 

  
   ■

団
本
部
　
▽
団
長
＝
林
立
也

▽
副
団
長
＝
水
野
絋
彦
、
三
好
佳

博
、
宮
地
敬
一
郎
　
▽
分
団
長
＝

田
中
知
敏
 

■
分
団
　
▽
分
団
長
＝
土
本
典
良
、

横
井
清
英
、
井
野
寛
紀
、
岡
島
哲

夫
、
塚
本
俊
一
、
楓
康
典
、
酒
井

良
郎
、
成
瀬
一
文
、
水
野
つ
ほ
み

▽
副
分
団
長
＝
尾
崎
博
利
、
松
浦

安
久
、
林
新
次
、
小
川
晴
司
、
中

島
薫
、
野
村
盛
伸
、
中
垣
連
次
、

清
水
武
彦
、
酒
井
由
香
里
 

  ■
分
団
　
▽
部
長
＝
水
野
幸
治
、

山
内
英
資
、
土
本
徳
和
、
林
淳
、

中
山
裕
司
、
安
藤
伸
二
、
西
村
一

二
八
、
松
浦
伸
治
、
小
出
博
文
、

加
藤
寿
、
中
垣
正
一
、
安
藤
誠
志
、

武
藤
孝
士
、
工
藤
工
、
酒
井
充
裕
、

纐
纈
幸
倫
、
木
股
浩
行
、
水
野
勉
、

大
鋸
剛
、
大
野
徹
、
奥
村
幸
一
、
奥

谷
広
之
、
加
藤
里
美
、
尾
関
幸
子
 

   ■
団
本
部
　
▽
団
長
＝
白
石
仲
七

▽
副
団
長
＝
丹
羽
均
（
統
括
）、

中
嶋
正
悟
（
濃
南
担
当
）、
伊
藤

啓
二
（
南
部
担
当
）、
舘
林
慶
二

（
北
部
担
当
）　
▽
分
団
長
＝
佐
橋

俊
治
（
北
部
担
当
）、
林
博
義
（
南

部
担
当
）、
小
川
隆
夫
（
濃
南
担

当
）、
太
田
泰
史
（
渉
外
担
当
）

■
土
岐
津
分
団
　
▽
分
団
長
＝
鈴

木
尚
也
　
▽
副
分
団
長
＝
田
端
繁

道
　
▽
部
長
＝
鈴
木
義
之
、
市
岡

純
一
、
池
戸
紀
仁
 

■
下
石
分
団
　
▽
分
団
長
＝
伊
藤

克
紀
　
▽
副
分
団
長
＝
林
一
洋
　

▽
部
長
＝
山
田
裕
治
、
土
本
高
宏

■
妻
木
分
団
　
▽
分
団
長
＝
服
部

幸
仁
　
▽
副
分
団
長
＝
田
中
延
和

▽
部
長
＝
熊
谷
彰
洋
、
鵜
飼
克
彦
 

■
鶴
里
分
団
　
▽
分
団
長
＝
稲
垣

明
　
▽
副
分
団
長
＝
小
出
博
文
　

▽
部
長
＝
小
出
裕
久
、
羽
柴
秀
樹
、

長
江
清
彦
 

■
曽
木
分
団
　
▽
分
団
長
＝
岡
島

由
久
　
▽
副
分
団
長
＝
水
野
哲
男

▽
部
長
＝
田
中
幹
雄
、
日
比
野
司

■
駄
知
分
団
　
▽
分
団
長
＝
塚
本

六
美
　
▽
副
分
団
長
＝
塚
本
信
介

▽
部
長
＝
塚
本
真
也
、
鈴
木
健
吾
、

加
藤
泰
広
 

■
肥
田
分
団
　
▽
分
団
長
＝
平
井

嘉
憲
　
▽
副
分
団
長
＝
安
藤
浩
市

▽
部
長
＝
鈴
木
正
昭
、
古
林
明
 

■
泉
分
団
　
▽
分
団
長
＝
加
藤
文

雄
　
▽
副
分
団
長
＝
宮
地
幸
治
　

▽
部
長
＝
土
本
高
義
、
伊
佐
治
浩

幸
、
山
内
英
樹
 

■
音
楽
隊
分
団
　
▽
分
団
長
＝
曽

我
義
彦
　
▽
副
分
団
長
＝
高
津
弘

則
　
▽
部
長
＝
桂
川
忍
、
井
野
勝

彦
 

■
き
き
ょ
う
分
団
　
▽
分
団
長
＝

尾
関
幸
子
　
▽
副
分
団
長
＝
楓
尊

子
　
▽
部
長
＝
清
水
良
枝
、
水
野

五
久
恵
 下石町裏山地区で、市道荒神洞線

が、　3　月31日（土）に開通しました。 
これにより、行き止まりとなって
いた地区が解消され、消防救急活動
などの円滑化が図られます。 
この道路は、総延長770m、標準
幅員7.0mです。 



詳しくは、スポーツ振興課（内線276）へどうぞ。 



市内在住・在勤の方を対象に、下記講座の受講生を募集します。 

詳しくは、文化団体連盟事務局（文化振興課・
内線555）へどうぞ。 



■
理
事
・
部
長
級 

▽
理
事
兼
市
民
部
長
兼
福
祉
事
務

所
長
（
理
事
兼
総
合
病
院
事
務
局

長
兼
老
人
保
健
施
設
や
す
ら
ぎ
事

務
長
）
水
野
幸
爾 

▽
経
済
環
境
部
長
（
消
防
長
）
加

藤
貴
紀 

▽
陶
磁
器
試
験
場
・
セ
ラ
テ
ク
ノ

土
岐
場
長
（
教
育
委
員
会
事
務
局

調
整
監
兼
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
）

外
山
元
治 

▽
水
道
部
長
（
経
済
環
境
部
次
長

兼
商
工
観
光
課
長
兼
美
濃
焼
振
興

室
主
幹
）
後
藤
久
男 

▽
会
計
管
理
者
（
総
務
部
次
長
兼

総
務
課
長
）
鵜
飼
毅 

■
次
長
級 

▽
総
務
部
次
長
兼
税
務
課
長
（
農

林
課
長
）
古
田
和
宗 

▽
市
民
部
次
長
兼
市
民
課
長
（
管

財
課
長
兼
地
籍
調
査
推
進
室
長
）

宮
島
正
幸 

▽
経
済
環
境
部
次
長
兼
商
工
観
光

課
長
兼
美
濃
焼
振
興
室
主
幹
（
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
長
）
田
中
計
太
郎

▽
地
球
環
境
村
ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク

土
岐
所
長
兼
環
境
セ
ン
タ
ー
所
長

兼
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
室
長
兼
衛
生

セ
ン
タ
ー
所
長
（
地
球
環
境
村
ク

リ
ー
ン
パ
ー
ク
土
岐
所
長
兼
環
境

セ
ン
タ
ー
所
長
兼
リ
サ
イ
ク
ル
推

進
室
長
）
田
中
雅
俊 

▽
建
設
部
調
整
監
兼
中
心
市
街
地

整
備
推
進
室
長
（
西
部
支
所
長
）

長
江
真
治 

▽
水
道
部
次
長
兼
水
道
課
長
（
水

道
課
長
）
大
竹
正
徳 

▽
教
育
次
長
兼
学
校
教
育
課
長
兼

教
育
研
究
所
所
長
（
岐
阜
県
よ
り
）

加
藤
紀
久
朗 

▽
教
育
委
員
会
事
務
局
長
（
庶
務

課
長
）
伊
藤
雅
夫 

▽
教
育
委
員
会
事
務
局
調
整
監
兼

給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
（
建
設
部
調

整
監
兼
中
心
市
街
地
整
備
推
進
室

長
）
水
野
光
男 

▽
総
合
病
院
事
務
局
長
兼
老
人
保

健
施
設
や
す
ら
ぎ
事
務
長
（
総
合

政
策
課
長
）
加
藤
靖
也 

■
課
長
級 

総
合
政
策
課
長
（
市
民
課
長
）
小

木
曽
秋
秀 

▽
総
務
課
長
（
総
務
課
主
幹
兼
課

長
補
佐
）
山
田
幸
保 

▽
管
財
課
長
兼
地
籍
調
査
推
進
室

長
（
会
計
課
長
）
加
藤
斗
義 

▽
福
祉
課
長
兼
福
祉
事
務
所
次
長

（
福
祉
課
主
幹
兼
課
長
補
佐
兼
福

祉
事
務
所
）
永
井
隆 

▽
農
林
課
長
（
健
康
増
進
課
長
兼

保
健
セ
ン
タ
ー
所
長
）
水
野
紀
明

▽
環
境
課
長
（
美
濃
焼
振
興
室
長

兼
商
工
観
光
課
主
幹
）
加
藤
保
則

▽
水
道
課
副
参
事
兼
課
長
補
佐
兼

庶
務
係
長
（
水
道
課
主
幹
兼
課
長

補
佐
兼
庶
務
係
長
）
井
波
明
彦 

▽
庶
務
課
長
（
監
理
用
地
課
主
幹

兼
課
長
補
佐
）
渡
辺
峰
生 

▽
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長
（
曽
木
支

所
長
）
山
内
省
吾 

▽
議
会
事
務
局
次
長
兼
総
務
課
長

兼
課
長
補
佐
（
研
究
学
園
都
市
推

進
室
長
）
加
藤
省
互 

▽
総
合
病
院
医
事
課
長
兼
老
人
保

健
施
設
や
す
ら
ぎ
事
務
室
長
兼
病

診
連
携
室
長
（
環
境
課
長
）
鈴
木

正
貴 

■
主
幹
級 

▽
研
究
学
園
都
市
推
進
室
長
（
税

務
課
課
長
補
佐
）
水
野
哲
男 

▽
税
務
課
主
幹
兼
課
長
補
佐
（
中

心
市
街
地
整
備
推
進
室
次
長
）
松

田
国
博 

▽
西
部
支
所
長
（
農
林
課
主
幹
兼

課
長
補
佐
兼
林
務
係
長
）
纐
纈
孝

▽
鶴
里
支
所
長
（
鶴
里
支
所
長
心

得
）
水
野
昭
敏 

▽
福
祉
課
主
幹
兼
課
長
補
佐
兼
福

祉
事
務
所
（
福
祉
課
課
長
補
佐
兼

高
齢
者
係
長
兼
福
祉
事
務
所
）
楓

治 ▽
健
康
増
進
課
長
兼
保
健
セ
ン
タ

ー
所
長
（
健
康
増
進
課
主
幹
兼
課

長
補
佐
兼
保
健
セ
ン
タ
ー
次
長
）

安
藤
洋
里 

▽
健
康
増
進
課
主
幹
兼
課
長
補
佐

兼
保
健
指
導
係
長
兼
保
健
予
防
係

長
兼
保
健
セ
ン
タ
ー
次
長
兼
市
民

課
（
健
康
増
進
課
課
長
補
佐
兼
保

健
指
導
係
長
兼
保
健
セ
ン
タ
ー
）

林
照 

▽
美
濃
焼
振
興
室
長
兼
商
工
観
光

課
主
幹
兼
課
長
補
佐
（
商
工
観
光

課
課
長
補
佐
兼
商
業
観
光
係
長
兼

美
濃
焼
振
興
室
次
長
兼
中
心
市
街

地
整
備
推
進
室
）
加
藤
淳
司 

▽
農
業
委
員
会
事
務
局
長
兼
農
林

課
主
幹
兼
課
長
補
佐
（
農
業
委
員

会
事
務
局
長
兼
農
林
課
主
幹
）
澤

田
正
博 

▽
陶
磁
器
試
験
場
・
セ
ラ
テ
ク
ノ

土
岐
次
長
兼
庶
務
係
長
〈
昇
格
〉

（
陶
磁
器
試
験
場
・
セ
ラ
テ
ク
ノ

土
岐
次
長
兼
庶
務
係
長
）
金
子
政

則 ▽
監
理
用
地
課
主
幹
兼
課
長
補
佐

（
議
会
事
務
局
総
務
課
課
長
補
佐

兼
総
務
係
長
）
白
川
敏
朗 

▽
都
市
計
画
課
主
幹
〈
開
発
指
導

担
当
〉
兼
課
長
補
佐
兼
区
画
整
理

係
長
（
土
木
課
主
幹
兼
課
長
補
佐
）

藤
川
弘
二 

▽
土
木
課
主
幹
兼
課
長
補
佐
（
下

水
道
課
副
主
幹
兼
計
画
係
長
）
大

澤
喜
隆 

▽
水
道
課
主
幹
兼
課
長
補
佐
（
水



道
課
課
長
補
佐
）
加
藤
守
行 

▽
図
書
館
長
（
図
書
館
次
長
兼
庶

務
係
長
）
塩
見
洋 

▽
会
計
課
長
（
会
計
課
主
幹
兼
課

長
補
佐
）
鈴
木
愛
介 

▽
選
挙
管
理
委
員
会
書
記〈
昇
格
〉

（
選
挙
管
理
委
員
会
書
記
）
中
島

芳
典 

   

■
園
長 

▽
つ
る
さ
と
保
育
園
長
（
泉
西
小

学
校
附
属
幼
稚
園
園
長
）
中
嶋
初

美 ▽
曽
木
保
育
園
長
（
妻
木
小
学
校

附
属
幼
稚
園
園
長
）
安
藤
ゆ
り
み 

   

■
園
長 

▽
下
石
小
学
校
附
属
幼
稚
園
園
長

（
土
岐
津
小
学
校
附
属
幼
稚
園
園

長
）
水
野
文
代 

▽
妻
木
小
学
校
附
属
幼
稚
園
園
長

（
曽
木
保
育
園
長
）
山
田
恵
子 

▽
駄
知
小
学
校
附
属
幼
稚
園
園
長

（
み
つ
ば
保
育
園
副
園
長
）
小
嶋

美
智
子 

▽
泉
西
小
学
校
附
属
幼
稚
園
園
長

（
つ
る
さ
と
保
育
園
長
）
楓
や
す

子 
   

■
部
長
級 

▽
消
防
長
（
総
務
部
調
整
監
兼
税

務
課
長
）
後
藤
光 

■
課
長
級 

▽
消
防
次
長
兼
消
防
本
部
総
務
課

長
（
消
防
本
部
総
務
課
長
）
田
中

一
正 

▽
消
防
本
部
消
防
課
長
（
南
消
防

署
主
幹
兼
副
署
長
兼
消
防
本
部
総

務
課
）
妻
岐
宗
一 

▽
南
消
防
署
長
兼
濃
南
分
駐
所
長

（
消
防
本
部
主
幹
兼
総
務
課
課
長

補
佐
兼
庶
務
係
長
兼
北
消
防
署
）

若
尾
和
彦 

■
主
幹
級 

▽
北
消
防
署
主
幹
兼
副
署
長
兼
消

防
本
部
消
防
課
（
北
消
防
署
副
主

幹
兼
副
署
長
兼
消
防
本
部
消
防
課
）

小
木
曽
秀
則 

▽
南
消
防
署
主
幹
兼
副
署
長
兼
消

防
本
部
総
務
課
（
南
消
防
署
副
主

幹
兼
庶
務
係
長
兼
消
防
本
部
総
務

課
）
水
野
輝
文 

▽
南
消
防
署
主
幹
兼
副
署
長
兼
庶

務
係
長
兼
消
防
本
部
消
防
課
（
南

消
防
署
副
主
幹
兼
副
署
長
兼
消
防

本
部
消
防
課
）
小
木
曽
準
一 

   

▽
総
合
病
院
院
長
兼
東
濃
看
護
専

門
学
校
長
〈
東
濃
西
部
広
域
行
政

事
務
組
合
出
向
〉
（
総
合
病
院
院

長
代
行
兼
麻
酔
科
部
長
兼
東
濃
看

護
専
門
学
校
長
〈
東
濃
西
部
広
域

行
政
事
務
組
合
出
向
〉
）
榊
原
聰

▽
総
合
病
院
院
長
代
行
兼
検
査
部

長
事
務
取
扱
兼
検
査
科
部
長
事
務

取
扱
（
総
合
病
院
副
院
長
兼
検
査

部
長
事
務
取
扱
兼
検
査
科
部
長
事

務
取
扱
兼
医
療
安
全
管
理
室
長
事

務
取
扱
）
清
水
豊 

▽
総
合
病
院
副
院
長
兼
内
分
泌
代

謝
科
部
長
事
務
取
扱
兼
栄
養
管
理

室
部
長
事
務
取
扱
兼
医
療
安
全
管

理
室
長
事
務
取
扱
（
総
合
病
院
院

長
補
佐
兼
内
分
泌
代
謝
科
部
長
兼

栄
養
管
理
室
部
長
）
川
喜
田
節
代

▽
総
合
病
院
院
長
補
佐
兼
内
科
部

長
（
総
合
病
院
内
科
部
長
）
塚
本

英
人 

▽
総
合
病
院
院
長
補
佐
兼
小
児
科

部
長
（
総
合
病
院
小
児
科
部
長
）

元
吉
史
昭 

▽
総
合
病
院
院
長
補
佐
兼
泌
尿
器

科
部
長
（
総
合
病
院
泌
尿
器
科
部

長
）
金
井
茂 

▽
総
合
病
院
脳
神
経
外
科
第
二
部

長
兼
麻
酔
科
部
長
（
総
合
病
院
脳

神
経
外
科
第
二
部
長
）
浅
野
好
孝

▽
総
合
病
院
神
経
内
科
第
二
部
長

（
総
合
病
院
神
経
内
科
医
長
）
土

川
聡 

▽
総
合
病
院
消
化
器
科
部
長
兼
中

央
画
像
診
断
室
部
長
兼
中
央
放
射

線
技
術
部
長
（
総
合
病
院
消
化
器

科
第
二
部
長
兼
中
央
画
像
診
断
室

部
長
兼
中
央
放
射
線
技
術
部
長
）
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ゴールデンウイーク中の救急歯科診療が、下記の通り開設されます。受診され
る際は、ご面倒でも当番歯科診療所へお問い合わせの上、お出掛けください。 

●講演会　1　 

◆日時　　5　月19日（土）午後　2　時～　3　時
30分 
◆場所　文化プラザ・サンホール 
◆演題　読み書き計算が脳の老化を防
止する 
◆講師　川島隆太氏（東北大学教授） 
●講演会　2 

◆日時　　6　月　2　日（土）午後　2　時～　3　時
30分 
◆場所　文化プラザ・ルナホール 
◆演題　ご近所パワーをみなおそう～
あなた自身から福祉が～ 
◆講師　林家染二氏（落語家） 
◆参加費　両講演会とも無料 
■申し込み　　5　月14日（月）までに、
①住所②氏名③連絡先④人数⑤希望日
を、電話または、FAX（○54　7051）で福
祉課高齢者係へ。 
詳しくは、同係へどうぞ。 
 
 
 
 
岐阜県身体障害者更生相談所では、

身体障害者（整形外科）の巡回相談を
行います。 
◆日時　　5　月18日（金）午後　1　時30分～
　3　時30分（受け付けは、午後　2　時30分
まで） 
◆場所　ウエルフェア土岐 
◆内容　補装具の判定 
◆持ち物　身体障害者手帳、印鑑 
詳しくは、福祉課へどうぞ。 

◆期日　4月29日（日）・30日（月・祝）
　5　月　3　日（木・祝） 
◆場所　　開会式＝市総合公園野球場
　野球＝市総合公園野球場・大徳原球
場　　ソフトボール＝泉西小学校運動
場　　剣道＝泉小学校体育館　　サッ
カー＝市総合公園多目的広場　　空手＝
泉西小学校体育館 
詳しくは、スポーツ振興課へどうぞ。 
 
 
 
 

●危険物保安講習会 

◆期日　　6　月19日（火） 
◆場所　恵那総合庁舎 
◆対象　①免状交付日または、前回の
講習受講日から　3　年以内の方　②危険
物取り扱い作業に従事することとなっ
た日から　1　年以内の方　③①または、
②に該当しないが、所定の期限内に受
講していない方 
◆申込受付期間　　4　月23日（月）～　5　月
11日（金） 
●危険物取扱者試験 

◆日時　　6　月24日（日）　　甲種・乙種
第　4　類＝午前10時～　　第　4　類以外の
乙種・丙種＝午後　1　時30分～ 
◆場所　多治見工業高等学校 
◆試験種類　甲種、乙種（第　1　・　2　・
　3　・　4　・　5　・　6　類）、丙種　 
◆申し込み　　5　月　1　日（火）～11日（金）
に、市消防本部または、南消防署で配
布する願書に必要事項を記入し、お申
し込みください。 
詳しくは、市消防本部または、南消

防署（　○58　0119）へどうぞ。 

次の方からご寄付をいただきました。

温かい善意をありがとうございました。 

■肥田小附属幼稚園に　昭和40年度厄
年会様＝ホットプレート、ドラム・マ
ラカスなどの楽器（計　6　万円相当） 
■肥田小学校に　昭和40年度厄年会様＝
書庫　2　本（計15万円相当） 
■つるさと保育園に　ＨＳ会様＝デジ
タルカメラ・メモリー（　5　万円相当）
■市消防本部に　　土岐市防火管理者
協会様＝移動式消火栓訓練箱　1　式（14
万　7　千円相当）　　土岐市危険物安全
協会様＝消火訓練用放射器具35本（計
40万円相当） 

東濃西部広域行政事務組合からのお詫び 
　3　月　1　日号「広域だより」　2　ページの補正予算・当初予算の単位が円となっていましたが、千円の誤りでした。また、　5　ページ
「イベント情報」で、ＴＯＫＩ－陶器まつりの開催日が、20・21日となっていましたが、21日（土）・22日（日）の誤りでした。 
関係者の方々に大変ご迷惑をお掛けしました。訂正して深くお詫び申し上げます。 

以下の事業は、平成18年度岐阜
県市町村振興補助金を受けて整備
しました。（合計3,380万円） 
　図書館整備事業（南側の駐車場・
出入口整備）＝370万円　　小学
校防犯カメラ設置事業＝270万円
　恵風荘デイサービスセンター入
浴施設整備事業（車いす浴槽の設
置）＝230万円　　活動センター
整備事業（競技用備品などの購入）＝
270万円　　産業観光誘導サイン
掲出事業（ＰＲ看板の設置）＝680
万円　　バーデンパークＳＯＧＩ
改良事業（風除室の設置）＝180万
円　　心身障害者小規模授産施設
支援事業（妻木憩いの家改修）＝
300万円　　市総合射撃場改修事
業（発射台擁壁・外壁改修）＝320
万円　　陶磁器試験場蛍光Ｘ線分
析装置設置事業＝90万円　　市武
道館改修事業（畳の取り替え）＝140
万円　　小学校扇風機設置事業＝
530万円 



●プレママクラス（妊婦学級） 

◆日時　　第　1　科＝　5　月10日（木）午後
　1　時～　4　時　　第　2　科＝　5　月17日（木）
午前　9　時30分～午後　0　時30分 
◆場所　保健センター 
◆持ち物　母子健康手帳、第　1　科は歯
ブラシ、第　2　科は体操のできる服装 
◆申し込み　第　1　科は　5　月　8　日（火）、
第　2　科は　5　月15日（火）までに、電話で
保健センターへ。 
●ママとベビーのリフレッシュ教室 

◆日時　　5　月17日（木）午後　1　時15分～
　3　時30分 
◆場所　保健センター 
◆対象　生後満　1　～　4　カ月の赤ちゃん
と母親 
◆定員　15組（先着順） 
◆講師　宮田佳子氏（健康運動指導士、
アロマセラピスト） 
◆持ち物　母子健康手帳、バスタオル、
タオル、赤ちゃんの水分補給のお茶など 
◆申し込み　　5　月15日（火）までに、電
話で保健センターへ。 
詳しくは、同センターへどうぞ。 
 
 
 
 

◆資格　市内在住の　3　年生以上の小学
生で、クラブ事業を優先できる児童 
◆年会費　　　3　年生＝7,000円　　　4　～
　6　年生＝10,000円（保険料、大会参加
料、ナイター使用料などを含む） 
◆申し込み　　4　月25日（水）までに、最
寄りの小学校か、公民館に備え付けの
申込書に必要事項を記入の上、土岐お
りべ陸上クラブ事務局・岡部恵美さん
（〒509-5126　土岐口北町3-49・　090- 
1783-7381）へ郵送してください。 
※毎週水曜日の午後　6　時15分から、土
岐津中学校で行っているナイター練習
の際にも、お申し込みできます。 
詳しくは、同事務局・岡部さんへ。 

●学習者 

◆日時　　6　月28日～12月20日の毎週木
曜日、午前　9　時～正午 
◆場所　文化プラザ　3　階・視聴覚室 
◆内容　認知症予防に効果があるとい
われている、読み書き計算を利用した
学習療法 
◆対象　65歳以上で、日常生活に支障
が無く継続して参加し、説明会（　6　月
21日）に出席できる方 
◆定員　30人（応募者多数時は、抽選） 
◆参加費　月2,000円程度（教材費など） 
●サポーター 

◆内容　学習者への助言・指導 
◆対象　おおむね60歳までで、説明会
（　6　月　7　日）と研修（　6　月14日）に参加で
きる、高齢者と接することが好きな方 
◆定員　　8　人程度 
◆謝礼　　1　回当たり1,000円程度 
■申し込み　　5　月31日（木）までに、
①住所②氏名③生年月日④性別⑤連絡
先を、電話または、FAX（○54　7051）で
福祉課「脳のすこやか健康教室」係へ。 
詳しくは、同係へどうぞ。 
 
 
 
 

◆資格　保育士資格をお持ちの方 
◆勤務場所　市内保育園 
◆勤務時間　午前　7　時30分～午後　7　時
までの間の　8　時間（短時間勤務も相談
に応じます） 
◆賃金　時給895円（交通費なし） 
◆申し込み　市販の履歴書に必要事項
を記入の上、保育士証を添えて児童課へ。 
詳しくは、同課へどうぞ。 

◆日時　　5　月14日（月）～　6　月28日（木）
の毎週月・木曜日、午後　7　時30分～　9　
時 
◆場所　市弓道場（西部体育館隣） 
◆対象　市内在住・在勤・在学の方
（経験不問） 
◆参加費　3,000円 
◆用具　協会で用意します。 
◆締め切り　　5　月13日（日） 
申し込みなど詳しくは、同協会・中
尾和弘さん（　○57　6280）へどうぞ。 
 
 
 
 
 
 
土岐市福祉タクシー共同受付センター
では、通院・転院・外出などの移動に
お困りの方に、福祉車両（車いす、ス
トレッチャー対応リフト付き福祉タク
シー）を配車する受け付け業務を行っ
ています。 
詳しくは、福祉課高齢者係または、
土岐市福祉タクシー共同受付センター
（　○54　0294）へどうぞ。 
 
 
 
 
一時預かり・園児送迎など、保育の
お手伝いができる“保育サポーター”を、
育児情報の一つとして「フレーフレー・
テレフォン」にて情報提供しています。
情報提供は無料です。 
※保育サポーターとは、（財）21世紀職
業財団が行う「保育サポーター養成講
座」を修了し、補償保険に加入の上、
当財団に登録している方です。 
●フレーフレー・テレフォン岐阜 

◆電話番号　058-265-2020 
◆受け付け　平日の午前　9　時30分～午
後　4　時30分（祝日を除く） 
詳しくは、（財）21世紀職業財団岐阜
事務所（　058-266-5033）へどうぞ。 



  21日（月） 午後　1　時～　3　時40分  市役所　3　階・第　1　会議室   ※要予約 

  毎週金曜日 午後　1　時～　4　時 

  　9　、23日（水） 午後　1　時～　3　時  

  　9　日（水） 午後　1　時30分～　3　時 市役所　1　階・会議室　1　（税務課隣） 
   30分 
  毎週月・水・金 午前　8　時30分～午後 市役所　1　階・児童課（内線166）   曜日 　5　時15分 
  　9　日（水） 午前10時～午後　3　時 ウエルフェア土岐（　○57　6661） 
  月～金曜日 午前　9　時～午後　4　時 ウエルフェア土岐、恵風荘、ひだまり 

  月～金曜日 午前　9　時～午後　4　時 ウエルフェア土岐（　○57　6661） 

  月～金曜日 午前　9　時～午後　5　時 ひ だ 保育園（　○55　0337）     つまぎ保育園（　○57　5377） 

  月～金曜日 午前　9　時～午後　3　時  教育相談室・浅野教室（　○55　8555）   　8　日（火） 午後　7　時～　9　時 

平成19年　1　月16日～31日生まれ 

平成19年　2　月　1　日～15日生まれ  
 
 
 
 
 
満40歳以上の方 
※今年度中に40歳になられる方で、
希望者には肝炎ウイルス検査も実
施します。 
 
 
 

 
市民 

妊婦さん 毎週木曜日  
　5　月15日（火） 

　5　月22日（火）  

　5　月　8　日（火）  
　5　月11日（金） 
　5　月18日（金） 
 
　5　月29日（火） 

　5　月　7　日（月）  
　5　月14日（月） 

　5　月　8　日（火）  

　5　月11日（金）  
　5　月　7　日（月） 

　5　月24日（木） 

　5　月　9　日（水） 
 
　5　月16日（水） 
 
　5　月21日（月） 
 
　5　月24日（木） 
 
　5　月30日（水） 
 
 
　5　月　9　日（水） 

妻木公民館 
 
駄知公民館 
 
保健センター 
 
西部支所 
 
肥田公民館 
 
 
保健センター 

午前　9　時～11時30分  
 
午後　0　時45分～　1　時 
 
 
 
 
 
午後　0　時45分～　1　時 
 
 
 
 
 

午前　9　時30分～10時30分  
 
 
午後　1　時30分～50分 
 
 
 
 
 
 
 
午前　9　時～10時30分 
午後　1　時～　2　時30分 
 
 
 
 

午後　1　時15分～　2　時  

午後　1　時15分～　2　時30分 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
保健センター 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

持ち物：妊娠届出書  

持ち物：母子健康手帳 
　　　　問診票  
持ち物：母子健康手帳、問
診票（　1　歳　6　カ月児健診と
　3　歳児健診のみ必要）、お
子さんの尿（　3　歳児健診のみ
必要）、歯ブラシ（　2　歳児歯
科健診のみ必要） 
※ご希望によりフッ化物
塗布を行います。 
料　金：500円 

持ち物：母子健康手帳 
　　　　歯ブラシ 
料　金：500円 
 
 
持ち物：母子健康手帳 
　　　　予診票  
 
 
 
血圧測定、尿検査、心電図、
血液検査などを行います。 
午前に受診の方は朝食を、
午後に受診の方は昼食を取
らずにお出掛けください。 
料　金：1,000円 
 

 血圧測定 
尿検査など 

歯みがき指導も行います。 

※生後　6　カ月未満でBCGワクチンを接種していないお子さんも含みます。 
※接種前には、市が配布した「予防接種と子どもの健康」をよくお読みください。 

　5　月の診療日：　3　日（木・祝）・　4　日（金・祝）・
　　　　　　　5　日（土・祝）・　6　日（日）・13
　　　　　　日（日）・20日（日）・27日（日） 
診療時間：午前　9　時～午後　6　時 
　　　　　（受け付けは、午後　5　時30分まで） 

　1　日～15日生まれ 

16日～31日生まれ  
下石・妻木・鶴里 
曽木・駄知・肥田地区 
土岐津・泉地区 
該当児には、視聴覚検
査票を郵送する際に健
診日を通知 
下石・妻木・鶴里 
曽木・駄知・肥田地区 
土岐津・泉地区 
下石・妻木・鶴里  
曽木・駄知・肥田地区 

土岐津・泉地区 

平成18年 
12月生まれ  

平成17年 
10月生まれ 
 

平成16年 
　4　月生まれ 
 

平成17年 
　4　月生まれ 
 
平成15年 
　4　月・10月生まれ 
平成16年 
10月生まれ 

診療科　内科・小児科 
場　所　駄知町1272－　5　（とき陶生苑隣・駄知診療所併設　　○59　1500） 
急病の際の医院照会は、救急医療情報センター（　○55　3799）へ 


